
徳
島
県
規
則
第
三
十
八
号

徳
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

。
第
二
条
第
一
号
中
「
部
等
」
を
「
本
部
」
に
、
「
第
四
条
第
一
号
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

第
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
徳
島
県
東
京
本
部
及
び
徳
島
県
関
西
本
部
」
を
「
本
部
」
に
改
め

る
。別

表
第
一
中
「
徳
島
県
東
京
本
部
及
び
徳
島
県
関
西
本
部
」
を
「
本
部
」
に
改
め
、
同
表
徳
島
県
東
京

本
部
長
の
項
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
同
表
徳
島
県
関
西
本
部
長
の
項
中
第
七
号
を

削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。

別
表
第
二
服
務
関
係
事
項
の
項
第
一
号
の
１
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同

項
第
六
号
中
「
昭
和
四
十
年
徳
島
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
を
「
徳
島
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
県
税
局
長
の
項
第
二
号
の
２
中
「
第
二
十
三
の
十
六
」
を
「
第
二
十
三
条

の
十
六
」
に
改
め
、
同
号
の
３
中
「
第
二
十
三
の
二
十
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
十
」
に
改
め
、
同
号
の

４
中
「
第
二
十
三
の
二
十
一
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
十
一
」
に
改
め
、
同
号
の
５
中
「
第
二
十
三
の
二

十
三
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
十
三
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
経
営
戦
略
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部

長
」
に
改
め
、
同
表
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
長
の
項
第
一
号
の
２
中
「
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課
長

」
を
「
保
健
福
祉
部
健
康
寿
命
推
進
課
長
」
に
改
め
、
同
項
第
五
十
二
号
の
２
及
び
９
中
「
の
返
還
」
を

「
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
の
決
定
」
に
改
め
、
同
項
第
六
十
一
号
の
１
中
「
受
理
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第

八
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
に
対
す
る
届
出
の
要
求
」
を
加
え
、
同
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、

27

33

26

32

25

を

と
し
、
同

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

31

31
第
四
十
四
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
決
定

27

第
四
十
四
条
の
三
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
療
養
費
の
支
給
の
決
定

28

第
四
十
四
条
の
三
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
等
の
受
領

29

第
四
十
四
条
の
三
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

30

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
長
の
項
第
六
十
一
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

24

26

23

25

22

と
し
、
同
号
の

中
「
同
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
第
四
十
四
条
の
三
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
条
の

24

21

三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同

を
同
号
の

と
し
、
同
号
中

を

21

23

20

22

と
し
、
３
か
ら

ま
で
を
２
ず
つ
繰
り
下
げ
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

19

３

第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
に
よ
る
質
問
又
は
調
査

４

第
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
又
は
当
該
職
員
に
よ
る
質
問
、
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
当
該
職
員
に
よ
る
質
問
又
は
調
査
並
び
に
同
条
第
七
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
に
よ
る
質
問
又
は
調
査

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
長
の
項
第
六
十
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
五
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
決
定

34

第
五
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
療
養
費
の
支
給
の
決
定

35



第
五
十
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
等
の
受
領

36

第
五
十
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

37

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
長
の
項
第
六
十
九
号
の
２
中
「
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課

長
」
を
「
保
健
福
祉
部
健
康
寿
命
推
進
課
長
」
に
改
め
、
同
項
第
八
十
号
の
５
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第

二
十
条
第
一
項
」
に
、
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
表
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
長
の
項
第
四
号

の

中
「
第
五
十
七
条
の
五
」
を
「
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
（
第
五
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る

22
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
認
可
」
を
「
認
可
等
」
に
改
め
、
同
号
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

53

55

27

52

２
ず
つ
繰
り
下
げ
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

26

第
七
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
社
団
法
人
へ
の
組
織
変
更
の
認
可

27

第
七
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
地
縁
団
体
へ
の
組
織
変
更
の
認
可
、
同
条

28
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
の
同
意
の
取
得
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長

へ
の
通
知

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
長
の
項
第
十
二
号
中
「
農
林
水
産
部
ス
マ
ー
ト
林
業
課
長
」

を
「
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課
長
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
五
号
及
び
第
二
十
六
号
中
「
農
林
水
産
部
鳥

獣
対
策
・
ふ
る
さ
と
創
造
課
長
」
を
「
農
林
水
産
部
鳥
獣
対
策
・
里
山
振
興
課
長
」
に
改
め
、
同
項
第
四

十
二
号
及
び
第
四
十
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
十
四
号
の
５
中
「
（
公
益
社
団
法
人
徳
島
森
林
づ
く
り
推

進
機
構
が
実
施
主
体
と
な
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
四
十
二
号
と
し
、
同
項
中
第

四
十
五
号
を
第
四
十
三
号
と
し
、
第
四
十
六
号
か
ら
第
五
十
三
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
徳

島
県
東
部
県
土
整
備
局
長
の
項
第
七
号
の
２
中
「
体
育
館
」
を
「
体
育
館
等
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
の

１
中
「
の
認
定
」
を
「
等
の
認
定
等
」
に
、
「
建
築
主
事
」
を
「
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
」
に
改
め

、
同
号
の
５
中
「
の
認
定
」
を
「
等
の
認
定
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
の
２
中
「
認
定
」
を
「
認
定
等
」

に
、
「
建
築
主
事
」
を
「
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法

律
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
三
中
徳
島
県
立
保
健
製
薬
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
を
削
り
、
徳
島
県
動
物
愛
護
管
理
セ

ン
タ
ー
所
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

徳
島
県
立
図
書
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
（
平
成
二
年
徳
島
県
条
例
第
十
一
号
）
に
関
す
る

次
の
こ
と
（
徳
島
県
立
図
書
館
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

１

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
施
設
又
は
用
具
の
利
用
の
許
可

２

第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

徳
島
県
立
博
物
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
徳
島
県
立
博
物
館
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
。

１

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
施
設
又
は
用
具
の
利
用
の
許
可

２

第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

徳
島
県
立
近
代
美
術
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
。



１

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
施
設
又
は
用
具
の
利
用
の
許
可

２

第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

徳
島
県
立
文
書
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任

の
全
部
又
は
一
部
の
免
除
（
徳
島
県
立
文
書
館
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

二

徳
島
県
立
文
書
館
協
議
会
に
対
し
て
諮
問
し
、
又
は
建
議
を
受
け
る
こ
と
。

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
１
及
び
３
に
あ
つ
て
は
、

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

１

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
施
設
又
は
用
具
の
利
用
の
許
可

２

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
の
徴
収
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
徴

収
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
及
び
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

３

第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

二

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
の
観
覧
料
及
び
使
用
料
徴
収
規
則
（
平
成
二
年
徳
島
県

規
則
第
四
十
九
号
）
に
関
す
る
次
の
こ
と
。

１

第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
及
び
使
用
料
の
徴
収
の
時
期
及
び
方
法
の

特
例
の
決
定

２

第
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
及
び
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
の
還
付

３

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
及
び
使
用
料
に
関
し
必
要
な
事
項
の
決
定

三

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
に
お
け
る
電
気
の
調
達
に
係
る
事
務
の
処
理

四

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
の
維
持
及
び
管
理
の
業
務
の
委
託
に
関
す
る
事
務
の
処

理
五

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
協
議
会
に
対
し
て
諮
問
し
、
又
は
建
議
を
受
け
る
こ
と
。

徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任

の
全
部
又
は
一
部
の
免
除
（
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

徳
島
県
立
保
健
製
薬
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長

一

徳
島
県
立
保
健
製
薬
環
境
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
徳
島

県
条
例
第
五
十
一
号
）
に
関
す
る
次
の
こ
と
。

１

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
利
用
の
許
可

２

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
の
許
可
の
取
消
し
又
は
利
用
の
中
止
命
令

３

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
徴
収

４

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
徴
収

５

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
等
の
減
免

二

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
情
報
の
公
表
（
定
例
的
な
も
の
に
限
る
。
）

三

試
験
等
の
成
績
書
等
の
交
付

四

研
修
生
の
受
入
れ
の
承
認

別
表
第
二
の
三
徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
の
項
名
を
「
徳
島
県
こ
ど
も
女
性

相
談
セ
ン
タ
ー
の
長
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
の

中
「
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

10



む
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
（
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和

四
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
等
及
び
被
害
者
（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
及
び
同
法

第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
者
を
い
う
。
）
等
の
一

時
保
護
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
委
託
し
て
実
施
す
る
場
合
を
含
む
。
）

並
び
に
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
等
の
女
性
自
立
支
援
施
設
へ
の
入
所
及
び
退
所
の
決
定

別
表
第
二
の
三
徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
七
号
中
「
処
理
」
の
下
に
「
（

徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
表
徳
島
県
南
部
こ
ど
も
女
性

相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
及
び
徳
島
県
西
部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
か
ら
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵

記
念
博
物
館
長
の
項
ま
で
を
削
り
、
同
表
徳
島
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
一
号
の
２
中
「
起

業
家
支
援
室
又
は
研
究
室
（
以
下
「
起
業
家
支
援
室
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
研
究
室
」
に
改
め
、
同
号

の
４
か
ら
７
ま
で
の
規
定
中
「
起
業
家
支
援
室
等
」
を
「
研
究
室
」
に
改
め
、
同
表
徳
島
県
立
農
林
水
産

総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
一
号
の
６
中
「
徴
収
及
び
」
を
「
徴
収
、
」
に
改
め
、
「
免
除
」

の
下
に
「
及
び
同
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
等
の
全
部
又
は
一
部
の
還
付
」
を
加
え
、

同
号
の
９
中
「
徴
収
及
び
」
を
「
徴
収
並
び
に
」
に
改
め
、
同
号
の

中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第

11

二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
の
８
中
「
住
民
票
」
を
「
住
民
票
の
写
し
」
に
改
め
、
同
号
の

中
「
同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
る
。

10
別
表
第
三
服
務
関
係
事
項
の
項
第
二
号
中
「
昭
和
四
十
年
徳
島
県
人
事
委
員
会
規
則
八
―
二
」
を
「
徳

島
県
人
事
委
員
会
規
則
八
―
二
」
に
改
め
、
同
表
個
別
事
項
の
項
第
三
号
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
の
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
監
督
処
分

別
表
第
三
個
別
事
項
の
項
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
活
用
推
進
計
画
の
策
定
（
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
場
合
を
除
く
。
）
、
第
四
十
一
条
第
四
項
（
同
条
第
七
項
（
第
四
十
九
条
第
五
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
同

意
の
取
得
、
第
四
十
一
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
（
第
四
十
九
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取

、
第
四
十
一
条
第
六
項
（
同
条
第
七
項
（
第
四
十
九
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
表
及
び
送
付
並
び
に

第
四
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
活
用
推
進
計
画
の
変
更
（
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

場
合
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
変
更
を
除
く
。
）

６

第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
計
画
の
認
定
、
同
条
第
二
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
及
び
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
必
要
な
措
置
の
実
施
、
第
四
十
三
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
及
び
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公

表
及
び
漁
港
施
設
の
所
有
者
へ
の
通
知
並
び
に
第
四
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
計
画
の

変
更
の
認
定

７

第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
計
画
実
施
者
に
対
す
る
勧
告
、
同
条
第
二
項
の
規
定



に
よ
る
認
定
の
取
消
し
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
及
び
漁
港
施
設
の
所
有
者
へ
の

通
知

８

第
四
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
四
十
一
条
第
七
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
同
意
の
取
得

９

第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
計
画
実
施
者
に
対
す
る
漁
港
水
面
施
設
運
営
権
の
設

定
第
五
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
漁
港
水
面
施
設
運
営
権
の
移
転
の
許
可
、
同
条
第
五
項
の

10
規
定
に
よ
る
必
要
な
措
置
の
実
施
及
び
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
公
表

第
五
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
漁
港
水
面
施
設
運
営
権
の
存
続
期
間
の
更
新

11

第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
漁
港
水
面
施
設
運
営
権
の
取
消
し
、
同
条
第
二
項
（
第
一

12
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
漁
港
水
面
施
設
運
営
権
の
取
消
し
又
は
行
使
の
停
止

命
令
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
抵
当
権
者
へ
の
通
知

第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
漁
港
協
力
団
体
の
指
定
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項

13
の
規
定
に
よ
る
公
示

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
善
命
令
、

14
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
又
は
指
導
若
し
く
は
助
言

15
別
表
第
三
個
別
事
項
の
項
第
五
十
三
号
の
２
中
「
経
営
戦
略
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
、

同
号
の
８
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
五
十
四
号
と
し
、
同
項
中
第
五
十
二
号
を
第
五
十
三
号
と
し
、
第
五

十
一
号
を
第
五
十
二
号
と
し
、
第
五
十
号
を
第
五
十
一
号
と
し
、
同
項
第
四
十
九
号
中
「
も
の
」
を
「
事

業
に
係
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
十
号
と
し
、
同
項
中
第
四
十
八
号
を
第
四
十
九
号
と
し
、

第
三
十
三
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
三
十
二
号
の
７
を
削
り
、
同
号
の

６
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
６
を
同
号
の
７
と
し
、
同
号
の
５
中
「
第
九
条
第
一
項

」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
５
を
同
号
の
６
と
し
、
同
号
の
４
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九
条
」

に
、
「
閲
覧
」
を
「
閲
覧
の
実
施
」
に
改
め
、
同
４
を
同
号
の
５
と
し
、
同
号
の
３
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

４

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
業
務
規
程
の
変
更
の
届
出
の
受
理

別
表
第
三
個
別
事
項
の
項
第
三
十
二
号
の
８
中
「
第
十
八
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
号
の
９

中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
の

中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二

10

十
四
条
」
に
改
め
、
同
号
の

中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
改
め
、
同
号
の

中
「
第
二

11

12

十
三
条
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
号
の

中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一

13

項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
三
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
一
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、
第
二
十
四

号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
十
三
号
の
６
中
「
第
十
八
条
の
三
十
一
第
一

項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
の
７
及
び
８
中
「
第
十
八
条
の
三
十
一
第
二
項

」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
四
号
と
し
、
同
項
中
第
二
十
二
号

を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
九
号
の
５
中
「

第
三
十
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
四
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加

え
、
同
号
の
６
中
「
第
四
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号

と
し
、
同
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。



四

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
四
十
七
号
）

に
関
す
る
次
の
こ
と
（
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
長
に
限
る
。
）
。

１

第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
漁
港
水
面
施
設
運
営
権
の
設
定
を
受
け
た
認
定
計
画
実
施
者
へ
の

通
知

２

第
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
漁
港
水
面
施
設
運
営
権
の
存
続
期
間
の
更
新
を
受
け
た
者
へ
の
通

知

別
表
第
五
そ
の
一
第
四
号
中
「
経
営
戦
略
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
、
同
表
そ
の
二
中
「

徳
島
県
東
京
本
部
及
び
徳
島
県
関
西
本
部
」
を
「
本
部
」
に
改
め
る
。

別
表
第
九
徳
島
県
立
高
等
学
校
の
長
の
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

三

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
処
理

別
表
第
九
徳
島
県
立
高
等
学
校
の
長
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

徳
島
県
立
高
等
学
校
総
合
寄
宿
舎
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
徳
島
県
条

例
第
二
十
七
号
）
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
１
か
ら
３
ま
で
に
あ
つ
て
は
徳
島
県
立
高
等
学
校
総
合
寄

宿
舎
の
管
理
者
の
職
を
命
じ
ら
れ
た
者
に
限
り
、
４
か
ら
６
ま
で
に
あ
つ
て
は
徳
島
県
立
徳
島
寮
管

理
者
の
職
を
命
じ
ら
れ
た
者
に
限
る
。
）
。

１

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
徴
収

２

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免

３

第
十
一
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
の
還
付

４

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
宿
泊
料
の
徴
収
及
び
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る

宿
泊
料
の
徴
収
の
時
期
の
特
例
の
決
定

５

第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
宿
泊
料
の
減
免

６

第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
一
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
宿
泊
料
の
全
部
又
は
一
部

の
還
付

六

委
託
料
（
徳
島
県
立
高
等
学
校
総
合
寄
宿
舎
の
給
食
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
地
方

自
治
法
第
二
百
三
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
支
出
負
担
行
為
（
徳
島
県
立
高
等
学
校
総
合
寄
宿
舎

の
管
理
者
の
職
を
命
じ
ら
れ
た
者
に
限
る
。
）

別
表
第
九
徳
島
県
立
高
等
学
校
総
合
寄
宿
舎
の
管
理
者
の
項
及
び
徳
島
県
立
徳
島
寮
管
理
者
の
項
を
削

り
、
同
表
徳
島
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
一
号
の
２
中
「
損
害
の
賠
償
責
任
」
を
「
損
害
賠

償
責
任
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
第
一
号
中
「
徳
島
県
東
京
本
部
及
び
徳
島
県
関
西
本
部
」
を
「
本
部
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
三
第
一
号
中
「
徳
島
県
東
京
本
部
及
び
徳
島
県
関
西
本
部
」
を
「
本
部
」
に
改
め
、
同
表
第

四
号
の
２
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
の
１
中
「
十
三
の
項

か
ら
」
の
下
に
「
二
十
三
の
項
ま
で
、
二
十
五
の
項
、
二
十
七
の
項
か
ら
」
を
加
え
、
「
か
ら
九
十
の
項

ま
で
」
を
削
る
。

別
表
第
十
四
徳
島
県
行
政
組
織
規
則
第
五
条
第
二
項
及
び
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
課
（
県
立
総
合

大
学
校
本
部
、
徳
島
県
文
化
の
森
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
徳
島
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
含
む
。
以
下

こ
の
表
及
び
次
表
に
お
い
て
「
課
」
と
い
う
。
）
、
徳
島
県
会
計
規
則
別
表
第
三
に
掲
げ
る
会
計
課
の
所

管
す
る
二
号
廨
（
以
下
「
会
計
課
の
所
管
す
る
二
号
廨
」
と
い
う
。
）
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
（
事
務
局

か
い

か
い

に
限
る
。
）
、
徳
島
県
人
事
委
員
会
、
徳
島
県
監
査
委
員
、
徳
島
県
労
働
委
員
会
、
徳
島
県
収
用
委
員
会



、
徳
島
県
警
察
本
部
（
警
務
部
情
報
発
信
課
及
び
会
計
課
並
び
に
交
通
部
交
通
指
導
課
に
限
る
。
）
及
び

徳
島
県
議
会
の
所
掌
に
属
す
る
歳
入
及
び
歳
入
歳
出
外
現
金
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
務
の
項
の
項
名
中
「

県
立
総
合
大
学
校
本
部
」
を
「
知
事
戦
略
公
室
及
び
」
に
改
め
、
「
及
び
徳
島
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ

ー
」
を
削
り
、
「
掲
げ
る
会
計
課
」
を
「
掲
げ
る
出
納
局
会
計
課
」
に
、
「
限
る
。
）
及
び
」
を
「
限
る

。
）
並
び
に
」
に
改
め
、
同
表
総
務
事
務
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
歳
入
及
び
歳
出
に
係
る
次
に
掲
げ
る

事
務
の
項
の
項
名
中
「
総
務
事
務
管
理
課
」
を
「
企
画
総
務
部
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め
、
同
項
中
「

総
務
事
務
管
理
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
、
同
表
徳
島
県
会
計
規
則
別
表

第
一
に
掲
げ
る
一
号
廨
及
び
同
規
則
別
表
第
三
に
掲
げ
る
一
号
廨
の
所
管
す
る
二
号
廨
（
以
下
「
一
号
廨

か
い

か
い

か
い

か
い

の
所
管
す
る
二
号
廨
」
と
い
う
。
）
の
所
掌
に
属
す
る
歳
入
、
歳
出
及
び
歳
入
歳
出
外
現
金
に
係
る
次
に

か
い

掲
げ
る
事
務
の
項
第
四
号
の

及
び
徳
島
県
東
部
県
税
局
の
所
掌
に
属
す
る
県
税
及
び
こ
れ
に
伴
う
県
税

16

外
諸
収
入
並
び
に
こ
れ
ら
の
還
付
並
び
に
歳
入
歳
出
外
現
金
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
務
の
項
第
二
号
の
14

中
「
第
四
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


